
 

目 
 

 

次 

規 
 

 
則 

 
 

 
 

 
 

○
県
職
員
の
職
の
設
置
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

○
技
能
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

○
山
梨
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

○
山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

山
梨
県
公
報 

令
和
八
年 七

月
十
七
日 

号
外
第
二
十
八
号 

金 曜 日 

発
行
者 

 

山 

梨 

県 
 

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号 

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日 



   
 

 

山
梨
県
規
則
第
三
十
号 

 

県
職
員
の
職
の
設
置
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
䣎 

 
 

令
和
八
年
七
月
十
七
日 

山
梨
県
知
事 

 

長 
 

崎 
 

幸 

太 

郎 

 
 

 

県
職
員
の
職
の
設
置
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

県
職
員
の
職
の
設
置
に
関
す
る
規
則
䥹
昭
和
三
十
一
年
山
梨
県
規
則
第
四
十
八
号
䥺
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
䣎 

第
一
条
の
表
本
庁
に
置
か
れ
る
職
の
欄
中
䣓
地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
監
䣔
の
下
に
䣓
䣍
政
策
デ
䤀
タ

分
析
監
䣔
を
䣍
䣓
富
士
山
観
光
振
興
監
䣔
の
下
に
䣓
䣍
ス
ポ
䤀
ツ
振
興
監
䣍
競
技
力
向
上
推
進
監
䣍
ス

ポ
䤀
ツ
施
設
整
備
監
䣔
を
䣍
䣓
支
援
監
補
佐
䣔
の
下
に
䣓
䣍
整
備
監
補
佐
䣔
を
䣍
䣓
知
事
政
策
補
佐
官
䣔

の
下
に
䣓
䣍
政
策
調
査
企
画
統
括
官
䣔
を
加
え
る
䣎 

 
 

 

附 

則 

こ
の
規
則
は
䣍
令
和
八
年
七
月
二
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
䣎 

規
　
　
則



   

 

 

山
梨
県
規
則
第
三
十
一
号 

技
能
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

令
和
八
年
七
月
十
七
日 

山
梨
県
知
事 

 

長 
 

崎 
 

幸 

太 

郎 

 
 

 

技
能
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
技
能
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

技
能
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
規
則
第
六
十
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

（
給
料
表
） 

第
三
条 

技
能
労
務
職
員
の
給
料
表
の
種
類
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
し
、
各
給
料
表
の
適
用
範 

囲
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
給
料
表
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一 

技
能
労
務
職
給
料
表
㈠
（
別
表
第
一
） 

二 

技
能
労
務
職
給
料
表
㈡
（
別
表
第
一
の
二
） 

第
四
条
第
一
項
中
「
四
の
級
」
を
「
前
条
の
給
料
表
に
定
め
る
職
務
の
級
」
に
、
「
別
表
第
二

の
」
を
「
別
表
第
二
に
定
め
る
」
に
改
め
る
。 

第
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

（
初
任
給
） 

第
五
条 

新
た
に
技
能
労
務
職
員
と
な
つ
た
者
の
号
給
は
、
採
用
の
日
の
前
日
か
ら
、
別
表
第
二
を 

適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
職
員
の
経
験
年
数
に
相
当
す
る
期
間
を
さ
か
の
ぼ
つ
た
日
に
採
用

さ
れ
、
引
き
続
き
在
職
し
た
も
の
と
み
な
し
て
、
当
該
さ
か
の
ぼ
つ
た
日
に
お
い
て
、
別
表
第
三

を
適
用
し
て
得
ら
れ
る
初
任
給
を
基
礎
と
し
、
か
つ
、
部
内
の
他
の
職
員
と
の
均
衡
を
考
慮
し
て

昇
格
、
昇
給
等
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
当
該
採
用
の
日
に
受
け
る
こ
と
と
な
る
号
給
を
超
え

な
い
範
囲
内
で
決
定
す
る
。 

第
五
条
の
二
中
「
山
梨
県
職
員
給
与
条
例
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
七
年
山
梨
県
条
例
第
三
十

九
号
）
」
を
加
え
る
。 

第
五
条
の
四
中
「
別
表
第
一
」
を
「
当
該
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
適
用
さ
れ
る
給

料
表
」
に
改
め
る
。 

第
六
条
第
二
項
第
一
号
中
「
別
表
第
四
イ
」
を
「
別
表
第
四
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
別

表
第
四
ロ
」
を
「
別
表
第
四
の
二
」
に
改
め
る
。 

別
表
第
一
中
「 

 
 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
に
改
め
、
同
表
に
備
考
と

し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

備
考

 
こ

の
表

は
、

技
能

労
務

職
給

料
表

㈡
の

適
用

を
受

け
な

い
全

て
の

技
能

労
務

職
員

に
適

用
 

技
能

労
務

職
給

料
表

 
技

能
労

務
職

給
料

表
㈠

 

す
る

。
 



   

 

 

別
表
第
一
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。 

 



   

 

 

                                  



   

 

 

                                  



   

 

 

                                  

2
5
7
,
8
0
0

2
7
5
,
9
0
0

3
1
0
,
2
0
0

3
3
3
,
0
0
0

2
5
8
,
1
0
0

2
7
6
,
2
0
0

3
1
0
,
6
0
0

3
3
3
,
3
0
0

2
5
8
,
4
0
0

2
7
6
,
5
0
0

3
1
1
,
0
0
0

3
3
3
,
6
0
0

2
5
8
,
6
0
0

2
7
6
,
7
0
0

3
1
1
,
5
0
0

3
3
3
,
8
0
0

2
5
8
,
8
0
0

2
7
6
,
9
0
0

3
1
1
,
9
0
0

3
3
4
,
0
0
0

2
5
9
,
1
0
0

2
7
7
,
2
0
0

3
1
2
,
3
0
0

2
5
9
,
4
0
0

2
7
7
,
4
0
0

3
1
2
,
6
0
0

2
5
9
,
6
0
0

2
7
7
,
7
0
0

3
1
2
,
9
0
0

2
5
9
,
8
0
0

2
7
7
,
9
0
0

3
1
3
,
2
0
0

2
6
0
,
1
0
0

2
7
8
,
1
0
0

3
1
3
,
6
0
0

2
6
0
,
4
0
0

2
7
8
,
4
0
0

3
1
3
,
9
0
0

2
6
0
,
6
0
0

2
7
8
,
7
0
0

3
1
4
,
3
0
0

2
6
0
,
8
0
0

2
7
8
,
9
0
0

3
1
4
,
6
0
0

2
7
9
,
1
0
0

3
1
5
,
0
0
0

2
7
9
,
4
0
0

3
1
5
,
4
0
0

2
7
9
,
6
0
0

3
1
5
,
6
0
0

2
7
9
,
9
0
0

3
1
5
,
8
0
0

2
8
0
,
2
0
0

3
1
6
,
1
0
0

2
8
0
,
5
0
0

3
1
6
,
4
0
0

2
8
0
,
7
0
0

3
1
6
,
6
0
0

2
8
0
,
9
0
0

3
1
6
,
8
0
0

2
8
1
,
2
0
0

3
1
7
,
1
0
0

2
8
1
,
4
0
0

3
1
7
,
4
0
0

2
8
1
,
6
0
0

3
1
7
,
6
0
0

2
8
1
,
9
0
0

3
1
7
,
8
0
0

2
8
2
,
2
0
0

3
1
8
,
1
0
0

2
8
2
,
5
0
0

3
1
8
,
4
0
0

2
8
2
,
7
0
0

3
1
8
,
6
0
0

2
8
2
,
9
0
0

3
1
8
,
8
0
0

2
8
3
,
1
0
0

3
1
9
,
1
0
0

2
8
3
,
4
0
0

3
1
9
,
4
0
0

2
8
3
,
7
0
0

3
1
9
,
6
0
0

2
8
3
,
9
0
0

3
1
9
,
8
0
0

2
8
4
,
1
0
0

3
2
0
,
1
0
0

2
8
4
,
4
0
0

3
2
0
,
4
0
0

2
8
4
,
7
0
0

3
2
0
,
6
0
0

2
8
4
,
9
0
0

3
2
0
,
8
0
0

2
8
5
,
1
0
0

2
8
5
,
4
0
0

2
8
5
,
7
0
0

2
8
5
,
9
0
0

2
8
6
,
1
0
0

2
8
6
,
4
0
0

2
8
6
,
7
0
0

2
8
6
,
9
0
0

円
円

円
円

円

2
0
6
,
2
0
0

2
1
7
,
3
0
0

2
3
5
,
9
0
0

2
5
7
,
8
0
0

2
9
0
,
2
0
0

備
考

こ
の
表
は
、
令
和
９
年
４
月
１
日
以
後
に
採
用
さ
れ
る
技
能
労
務
職
員
に
適
用
す
る
。

基
準

給
料

月
額

基
準

給
料

月
額

定
年

前
再

任
用

短
時

間
勤

務
職

員

基
準

給
料

月
額

基
準

給
料

月
額

基
準

給
料

月
額

9
3

9
4

9
5

1
0
1

1
0
0

9
6

9
7

9
8

9
9

1
0
2

1
0
3

1
0
4

1
0
5

1
0
6

1
0
7

1
0
8

1
0
9

1
1
0

1
1
1

1
1
2

1
1
3

1
1
4

1
1
5

1
1
6

1
3
2

1
1
7

1
1
8

1
1
9

1
2
0

1
2
1

1
3
4

1
3
5

1
3
6

1
3
7

1
3
0

1
3
1

1
3
3

1
2
6

1
2
7

1
2
8

1
2
9

1
2
2

1
2
3

1
2
4

1
2
5

備
考
　
こ
の
表
は
、
技
能
労
務
職
給
料
表
㈡
の
適
用
を
受
け
な
い
全
て
の
職
員
に
適
用
す
る
。



   

 

 

別
表
第
二
か
ら
別
表
第
四
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

別
表
第
二
（
第
四
条
、
第
五
条
関
係
） 

 
 

級
別
基
準
職
務
表 

イ 

技
能
労
務
職
給
料
表
㈠ 

 

職
務
の
級 

基
準
と
な
る
職
務 

 
 

 
 

 
 

一
級 

 
 

技
能
労
務
職
員
の
職
務 

 
 二

級 
 

 

相
当
の
技
能
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
業
務
を
行
う
技
能
労
務
職
員
の
職
務 

  

三
級 

 
 

１ 

主
任
技
術
員
、
主
任
技
能
員
、
主
任
文
書
事
務
員
又
は
専
門
員
の
職
務 

 
 

 
 

 
 

２ 

高
度
の
経
験
を
必
要
と
す
る
業
務
を
行
う
主
任
業
務
員
又
は
主
任
看
護
助
手 

の
職
務 

 
 

 
 

 
 

 

３ 

高
度
の
技
能
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
業
務
を
行
う
そ
の
他
の
技
能
労
務
職 

員
の
職
務 

 
 

 
 

 
 

四
級 

 
 

１ 

高
度
の
技
能
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
業
務
を
行
う
主
任
技
術
員
、
主
任
技 

能
員
又
は
主
任
文
書
事
務
員
の
職
務 

２ 

特
に
高
度
の
経
験
を
必
要
と
す
る
業
務
を
行
う
主
任
業
務
員
又
は
主
任
看
護 

助
手
の
職
務 

 

 
 

ロ 

技
能
労
務
職
給
料
表
㈡ 

  
 

職
務
の
級 

基
準
と
な
る
職
務 

 

一
級 

 
 

技
術
員
又
は
技
能
員
の
職
務 

 
 

 
 

 

二
級 

 
 

相
当
の
技
能
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
業
務
を
行
う
技
術
員
又
は
技
能
員
の
職
務 

 
 

 
 

三
級 

 
 

主
任
技
術
員
、
主
任
技
能
員
又
は
専
門
員
の
職
務 

 

四
級 

 
 

相
当
の
技
能
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
業
務
を
行
う
主
任
技
術
員
又
は
主
任
技
能 

 

員
の
職
務 



   

 

 

 

五
級 

 
 

高
度
の
技
能
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
業
務
を
行
う
主
任
技
術
員
又
は
主
任
技
能 

 
 

 
 

 
 

 

員
の
職
務 

  

別
表
第
三
（
第
四
条
、
第
五
条
関
係
） 

 
 

 

級
別
資
格
・
初
任
給
基
準
表 

イ 

技
能
労
務
職
給
料
表
㈠ 

  
 

学
歴 

級
別
資
格 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

初
任
給 

 
 

免
許 

 
 

等 
 

一
級 

 
 

 

二
級 

 
 

 
三
級 

 
 

 

四
級 

  
 

高
校 

 
 

 
 

 
 

七 
 

 
 

 

別
に
定
め
る 

別
に
定
め
る 

一
級
九
号
給
か
ら
一
級 

 
 

卒 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
十
号
給
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〇 
 

 
 

 

七 

  
 

中
学 

 
 

 
 

 
 

別
に
定
め
る 

別
に
定
め
る 

別
に
定
め
る 
一
級
一
号
給
か
ら
一
級 

 
 

卒 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
十
四
号
給
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〇 

 

備
考 １ 

学
歴
免
許
等
欄
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
年
齢
別
最
低
保
障
に
よ
る
場
合
を
除

き
、
「
高
校
卒
」
の
区
分
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
学
歴
免
許
等
以
外

の
学
歴
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
一
般
職
員
の
例
に
よ
り
修
学
年
数
の
調
整
を
行
う
も
の

と
す
る
。 

２ 

こ
の
表
の
初
任
給
欄
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
部
内
の
他
の
職
員
と
の
均
衡
を
考
慮
し
て
同 

欄
の
号
給
の
範
囲
内
で
初
任
給
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
表
の
経
験
年
数

を
有
す
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
の
有
す
る
経
験
年
数
に
応
じ
、
こ
の
表
の
初
任
給
欄

の
号
給
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
表
に
定
め
る
号
給
に
読
み
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  
 

経
験
年
数 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

初
任
給 

  
 

八
年
以
上
十
七
年
未
満 

 
 

 
 

 

一
級
四
十
一
号
給
か
ら
一
級
六
十
四
号
給
ま
で 

 

 



   

 

 

 
 

十
七
年
以
上 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
級
六
十
五
号
給 

  
 

注 
経
験
年
数
欄
の
経
験
年
数
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
「
高
校
卒
」
後
の
も
の
と
す
る
。 

 
 

ロ 

技
能
労
務
職
給
料
表
㈡ 

  
 

学
歴 

級
別
資
格 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

初
任
給 

免
許 

 
 

等 
 

一
級 

 
 

二
級 

 
 

三
級 

 
 

 

四
級 

 
 

 

五
級 

  
 

高
校 

 
 

 
 

 

六 
 

 
 

別
に
定
め
る 

別
に
定
め
る 

別
に
定
め
る 

一
級
一
号
給 

 
 

卒 

 
 

 
 

 
 

 
 

〇 
 

 
 

六 

 

備
考 １ 

技
術
員
で
そ
の
者
の
有
す
る
学
歴
免
許
等
の
資
格
が
学
歴
免
許
等
資
格
区
分
表
の
「
高
校

卒
」
の
区
分
に
達
し
な
い
も
の
に
対
す
る
こ
の
表
の
学
歴
免
許
等
欄
の
学
歴
免
許
等
の
区

分
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
の
学
歴
免
許
等
の
資
格
に
か
か
わ
ら
ず
、
「
高
校
卒
」

の
区
分
に
よ
る
。 

２ 

前
項
の
者
の
経
験
年
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
免
許
等
の
資
格
を
取
得
し
た
時
以
後
の
も
の

と
す
る
。
た
だ
し
、
知
事
が
別
段
の
定
め
を
し
た
場
合
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

 

別
表
第
四
（
第
六
条
関
係
） 

 
 

 

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
以
外
の
技
能
労
務
職
員
の
調
整
基
本
額
表 

イ 

技
能
労
務
職
給
料
表
㈠ 

  
 

職
務
の
級 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

調
整
基
本
額 

  
 

一
級 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

七
、
一
〇
〇
円 

  
 

二
級 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八
、
五
〇
〇
円 

  
 

三
級 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八
、
七
〇
〇
円 

  
 

四
級 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

九
、
八
〇
〇
円 

 



   

 

 

ロ 

技
能
労
務
職
給
料
表
㈡ 

 
職
務
の
級 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

調
整
基
本
額 

 

一
級 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六
、
〇
〇
〇
円 

 

 

二
級 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

七
、
四
〇
〇
円 

 

 

三
級 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八
、
五
〇
〇
円 

 

四
級 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八
、
七
〇
〇
円 

 

五
級 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

九
、
六
〇
〇
円 

 

別
表
第
四
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。 

 

別
表
第
四
の
二
（
第
六
条
関
係
） 

 
 

 

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
調
整
基
本
額
表 

イ 

技
能
労
務
職
給
料
表
㈠ 

  
 

職
務
の
級 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

調
整
基
本
額 

 

 

一
級 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六
、
一
〇
〇
円 

 

 

二
級 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六
、
七
〇
〇
円 

 

 

三
級 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

七
、
三
〇
〇
円 

 

 

四
級 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八
、
二
〇
〇
円 

  
 

ロ 

技
能
労
務
職
給
料
表
㈡ 

  
 

職
務
の
級 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

調
整
基
本
額 

 

 

一
級 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

五
、
八
〇
〇
円 



   

 

 

 

 
二
級 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六
、
一
〇
〇
円 

 

 

三
級 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六
、
七
〇
〇
円 

 

 

四
級 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

七
、
三
〇
〇
円 

 

 

五
級 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八
、
二
〇
〇
円 

 

別
表
第
五
か
ら
別
表
第
六
の
二
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
五
（
第
七
条
の
二
、
第
七
条
の
三
関
係
） 

 
 

 

職
務
段
階
別
加
算
表 

 

給
料
表 

 
 

技
能
労
務
職
員
の
区
分 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

割
合 

 

一 

技
能
労 

職
務
の
級
四
級
の
技
能
労
務
職
員
（
知
事
が
定
め
る
技
能
労
務
職 

百
分
の
十 

務
職
給
料 

員
に
限
る
。
） 

表
㈠ 

 
 

 
 

 

職
務
の
級
四
級
の
技
能
労
務
職
員
（
前
項
に
該
当
す
る
技
能
労
務 

百
分
の
五 

 
 

 
 

 
 

職
員
を
除
く
。
）
及
び
職
務
の
級
三
級
の
技
能
労
務
職
員
（
知
事 

が
定
め
る
技
能
労
務
職
員
に
限
る
。
） 

 

二 

技
能
労 

職
務
の
級
五
級
の
技
能
労
務
職
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

百
分
の
十 

務
職
給
料 

表
㈡ 

 
 

職
務
の
級
四
級
の
技
能
労
務
職
員
及
び
職
務
の
級
三
級
の
技
能
労 

百
分
の
五 

 
 

 
 

 
 

務
職
員
（
知
事
が
定
め
る
技
能
労
務
職
員
に
限
る
。
） 

        



   

 

 

                                  



   

 

 

                                  



   

 

 

                                  



   

 

 

                                  



   

 

 

                                  



   

 

 

                                  



   

 

 

                                  



   

 

 

                                  



   

 

 

                                  



   

 

 

                                  



   

 

 

                                  



   

 

 

                                  



   

 

 

別
表
第
七
ロ
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
ロ 

平
成
十
八
年
四
月
一
日
以
後
の
基
礎
在
職
期
間
に
お
け
る
職
員
の
区
分
に
つ
い
て
の
表 

 

第
五
号
区
分 

令
和
九
年
四
月
一
日
以
後
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
の
規
則
（
他
の
法
令
に
お
い
て 

、
引
用
し
、
準
用
し
、
又
は
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
以
下
「
令
和
九
年 

四
月
以
後
の
規
則
」
と
い
う
。
）
の
技
能
労
務
職
給
料
表
㈡
の
適
用
を
受
け
て 

い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
五
級
で
あ
つ
た
も
の
の
う
ち
知
事
の
定
め 

る
も
の 

 

第
六
号
区
分 

一 

平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い 

て
適
用
さ
れ
て
い
た
こ
の
規
則
（
他
の
法
令
に
お
い
て
、
引
用
し
、
準
用
し 

、
又
は
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
以
下
「
平
成
十
八
年
四
月
以
後
令
和 

九
年
三
月
以
前
の
規
則
」
と
い
う
。
）
の
技
能
労
務
職
給
料
表
の
適
用
を
受 

け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
四
級
で
あ
つ
た
も
の
の
う
ち
知
事 

の
定
め
る
も
の 

二 

令
和
九
年
四
月
以
後
の
規
則
の
技
能
労
務
職
給
料
表
㈠
の
適
用
を
受
け
て 

い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
四
級
で
あ
つ
た
も
の
の
う
ち
知
事
の
定 

め
る
も
の 

三 

令
和
九
年
四
月
以
後
の
規
則
の
技
能
労
務
職
給
料
表
㈡
の
適
用
を
受
け
て 

 

い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
五
級
で
あ
つ
た
も
の
（
第
五
号
区
分
の 

項
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
） 

 

第
七
号
区
分 

一 

平
成
十
八
年
四
月
以
後
令
和
九
年
三
月
以
前
の
規
則
の
技
能
労
務
職
給
料 

表
の
適
用
を
受
け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
三
級
で
あ
つ
た
も 

の
の
う
ち
知
事
の
定
め
る
も
の
又
は
四
級
で
あ
つ
た
も
の
（
第
六
号
区
分
の 

項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
） 

二 

令
和
九
年
四
月
以
後
の
規
則
の
技
能
労
務
職
給
料
表
㈠
の
適
用
を
受
け
て 

 

い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
三
級
で
あ
つ
た
も
の
の
う
ち
知
事
の
定 

め
る
も
の
又
は
四
級
で
あ
つ
た
も
の
（
第
六
号
区
分
の
項
第
二
号
に
掲
げ
る 

者
を
除
く
。
）
の
う
ち
知
事
の
定
め
る
も
の 

三 

令
和
九
年
四
月
以
後
の
規
則
の
技
能
労
務
職
給
料
表
㈡
の
適
用
を
受
け
て 

 

い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
三
級
で
あ
つ
た
も
の
の
う
ち
知
事
の
定 

め
る
も
の
又
は
四
級
で
あ
つ
た
も
の 

 



   

 

 

 

第
八
号
区
分 

平
成
十
八
年
四
月
以
後
の
規
則
の
技
能
労
務
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
て
い
た 

者
で
第
五
号
区
分
か
ら
第
七
号
区
分
ま
で
の
い
ず
れ
の
職
員
の
区
分
に
も
属
し 

な
い
こ
と
と
な
る
も
の 

 

（
技
能
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

技
能
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
令
和
四
年
山
梨
県
規
則

第
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

附
則
第
二
項
中
「
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
技
能
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「 

新
規
則
」
と
い
う
。
）
」
を
「
技
能
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）

」
に
、
「
（
新
規
則
」
を
「
（
規
則
」
に
改
め
、
附
則
第
三
項
中
「
（
新
規
則
」
を
「
（
規
則
」
に
、

「
新
規
則
別
表
第
一
」
を
「
規
則
第
三
条
各
号
に
掲
げ
る
給
料
表
の
」
に
、
「
、
新
規
則
」
を
「
、

規
則
」
に
改
め
、
附
則
第
四
項
中
「
新
規
則
」
を
「
規
則
」
に
改
め
、
附
則
第
五
項
中
「
新
規
則
別

表
第
一
」
を
「
規
則
第
三
条
各
号
に
掲
げ
る
給
料
表
の
」
に
、
「
、
新
規
則
」
を
「
、
規
則
」
に
改

め
、
附
則
第
六
項
及
び
第
七
項
中
「
新
規
則
」
を
「
規
則
」
に
改
め
る
。 

（
県
職
員
の
職
の
設
置
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

県
職
員
の
職
の
設
置
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
山
梨
県
規
則
第
四
十
八
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
一
条
の
表
本
庁
に
置
か
れ
る
職
の
欄
中
「
車
庫
長
」
の
下
に
「
、
技
術
員
、
技
能
員
」
を
加
え
、

同
表
出
先
機
関
に
置
か
れ
る
職
の
欄
中
「
、
福
祉
司
」
の
下
に
「
、
技
術
員
、
技
能
員
」
を
加
え
る
。 

 
 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
規
則
は
、
令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
技
能
労
務
職
給
料
表
㈠
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
職
員
の
職
務
の
級
及
び
号
給
の
切
替
え
） 

２ 

令
和
九
年
四
月
一
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
切
替
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
に
お
い
て
こ
の

規
則
に
よ
る
改
正
前
の
別
表
第
一
の
適
用
を
受
け
て
い
た
職
員
の
切
替
日
に
お
け
る
職
務
の
級
は

切
替
日
の
前
日
に
お
い
て
そ
の
者
が
属
し
て
い
た
職
務
の
級
と
同
一
の
級
と
し
、
切
替
日
に
お
け

る
号
給
は
切
替
日
の
前
日
に
お
い
て
そ
の
者
が
受
け
て
い
た
号
給
と
同
一
の
号
給
と
す
る
。 

 



 
 

- 1 - 

山
梨
県
規
則
第
三
十
二
号 

 

山
梨
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
䣎 

 
 

令
和
八
年
七
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
梨
県
知
事 

 

長 
 

崎 
 

幸 

太 

郎 

山
梨
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

山
梨
県
行
政
組
織
規
則
䥹
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
十
二
号
䥺
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
䣎 

第
七
条
第
三
項
の
表
中
第
八
号
を
削
り
䣍
第
九
号
を
第
八
号
と
し
䣍
第
十
号
を
第
九
号
と
し
䣍
第

十
一
号
を
第
十
号
と
す
る
䣎 

第
十
三
条
第
一
項
中
䣓
に
知
事
政
策
補
佐
官
䣔
の
下
に
䣓
䣍
政
策
調
査
企
画
統
括
官
䣔
を
加
え
る
䣎 

第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
表
地
域
ブ
ラ
ン
ド
グ
ル
䤀
プ
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
䣎 

 

政
策
デ
䤀
タ
分
析
セ
ン
タ
䤀 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

政
策
デ
䤀
タ
分
析
監 

 

第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
䣎 

 

ス
ポ
䤀
ツ
振
興
グ
ル
䤀
プ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ス
ポ
䤀
ツ
振
興
監 

 

国
ス
ポ
・
全
ス
ポ
レ
ガ
シ
䤀
創
出
・
競
技
力
向
上
推
進
グ
ル
䤀
プ 

競
技
力
向
上
推
進
監 

 

国
ス
ポ
・
全
ス
ポ
施
設
整
備
グ
ル
䤀
プ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ス
ポ
䤀
ツ
施
設
整
備
監 

 

第
十
四
条
の
二
第
二
項
中
䣓
支
援
監
補
佐
䣔
の
下
に
䣓
䣍
整
備
監
補
佐
䣔
を
加
え
䣍
同
条
第
三
項

中
䣓
地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
監
䣔
の
下
に
䣓
䣍
政
策
デ
䤀
タ
分
析
監
䣔
を
加
え
䣍
䣓
及
び
富
士
山
観
光
振

興
監
䣔
を
䣓
䣍
富
士
山
観
光
振
興
監
䣍
ス
ポ
䤀
ツ
振
興
監
䣍
競
技
力
向
上
推
進
監
及
び
ス
ポ
䤀
ツ
施
設

整
備
監
䣔
に
改
め
䣍
同
条
第
五
項
中
䣓
支
援
監
補
佐
䣔
の
下
に
䣓
䣍
整
備
監
補
佐
䣔
を
加
え
る
䣎 

別
表
第
一
の
一
の
表
高
度
政
策
推
進
局
の
部
地
域
ブ
ラ
ン
ド
グ
ル
䤀
プ
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
䣎 

 

政
策
デ
䤀
タ
分 

一 

社
会
及
び
経
済
の
動
向
の
調
査
及
び
分
析
䥹
次
号
に
お
い
て
䣓
調
査
分
析 

析
セ
ン
タ
䤀 

 
 

䣔
と
い
う
䣎
䥺
䥹
人
口
減
少
危
機
対
策
課
及
び
統
計
調
査
課
の
所
掌
に
係
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

も
の
を
除
く
䣎
䥺
に
関
す
る
こ
と
䣎 

 
 

 
 

 
 

 
 

二 

前
号
の
調
査
分
析
の
結
果
並
び
に
各
部
局
䣍
知
事
以
外
の
県
の
機
関
及
び 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

県
以
外
の
者
に
よ
る
調
査
分
析
の
結
果
の
整
理
に
関
す
る
こ
と
䣎 
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三 

前
号
の
整
理
に
基
づ
く
政
策
の
企
画
立
案
の
支
援
に
関
す
る
こ
と
䣎 

 
 

 
 

 
 

 
 

四 

人
工
知
能
関
連
技
術
を
活
用
し
た
政
策
の
企
画
立
案
に
係
る
能
力
の
向
上 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
関
す
る
こ
と
䣎 

 
 

 
 

 
 

 
 

五 

客
観
的
根
拠
に
基
づ
い
た
政
策
の
企
画
立
案
に
係
る
能
力
の
向
上
に
関
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

る
こ
と
䣎 

  

別
表
第
一
の
一
の
表
観
光
文
化
・
ス
ポ
䤀
ツ
部
の
部
ス
ポ
䤀
ツ
振
興
課
の
項
中
䣓
ス
ポ
䤀
ツ
振
興
課
䣔

を
䣓
ス
ポ
䤀
ツ
振
興
グ
ル
䤀
プ
䣔
に
改
め
䣍
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
䣎 

  

国
ス
ポ
・
全
ス 

一 

国
民
ス
ポ
䤀
ツ
大
会
・
全
国
パ
ラ
ス
ポ
䤀
ツ
大
会
䥹
以
下
䣓
国
ス
ポ
・
全 

ポ
レ
ガ
シ
䤀
創 

 

ス
ポ
大
会
䣔
と
い
う
䣎
䥺
の
準
備
に
関
す
る
こ
と
䥹
施
設
整
備
に
係
る
も
の 

 

出
・
競
技
力
向 

 

を
除
く
䣎
䥺
䣎 

 

上
推
進
グ
ル
䤀 

二 

国
ス
ポ
・
全
ス
ポ
大
会
に
係
る
競
技
力
の
向
上
に
関
す
る
こ
と
䣎 

 

プ 
 

 
 

 
 

三 

国
ス
ポ
・
全
ス
ポ
大
会
に
係
る
成
果
の
継
承
及
び
活
用
に
関
す
る
こ
と
䣎 

  

国
ス
ポ
・
全
ス 

国
ス
ポ
・
全
ス
ポ
大
会
の
準
備
に
関
す
る
こ
と
䥹
施
設
整
備
に
係
る
も
の
に
限 

ポ
施
設
整
備
グ 

る
䣎
䥺
䣎 

ル
䤀
プ 

 

別
表
第
一
の
二
の
表
国
民
ス
ポ
䤀
ツ
大
会
・
全
国
パ
ラ
ス
ポ
䤀
ツ
大
会
準
備
室
の
項
を
削
り
䣍
同

表
景
観
ま
ち
づ
く
り
室
の
項
第
八
号
中
䣓
ス
ポ
䤀
ツ
振
興
課
䣔
を
䣓
ス
ポ
䤀
ツ
振
興
グ
ル
䤀
プ
䣔
に
改

め
る
䣎 

附 

則 

䥹
施
行
期
日
䥺 

１ 

こ
の
規
則
は
䣍
令
和
八
年
七
月
二
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
䣎 

䥹
経
過
措
置
䥺 

２ 

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
山
梨
県
行
政
組
織
規
則
の
規
定
に
よ
る
機
関

に
よ
䣬
て
な
さ
れ
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
又
は
そ
の
機
関
に
対
し
て
な
さ
れ
た
申
請
そ
の
他
の
行

為
は
䣍
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
行
政
組
織
規
則
の
規
定
に
よ
る
相
当
の
機
関
に
よ
䣬

て
な
さ
れ
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
又
は
そ
の
機
関
に
対
し
て
な
さ
れ
た
申
請
そ
の
他
の
行
為
と
み

な
す
䣎 

３ 

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
機
関
に
勤
務
す
る
者
の
う
ち
䣍
別
に
発
令

さ
れ
な
い
者
は
䣍
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
機
関
に
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
も
の
と
す
る
䣎 
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観
光
文
化
・
ス
ポ
䤀
ツ
部
ス
ポ
䤀
ツ
振
興
課 

 

観
光
文
化
・
ス
ポ
䤀
ツ
部
ス
ポ
䤀
ツ
振
興
グ
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

䤀
プ 

   



 
 

 

山
梨
県
規
則
第
三
十
三
号 

 

山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
䣎 

 
 

令
和
八
年
七
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
梨
県
知
事 

 

長 
 

崎 
 

幸 

太 

郎 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
䥹
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
十
三
号
䥺
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
䣎 

 

第
二
条
第
五
号
中
䣓
支
援
監
補
佐
䣔
の
下
に
䣓
䣍
整
備
監
補
佐
䣔
を
加
え
る
䣎 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
䣍
令
和
八
年
七
月
二
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
䣎 


